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世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）

松本広域連合管内 平成29.10.1現在

179,192
429,062

210,337 218,725
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●障害支援区分認定審査●

審査会開催回数　39回

区分3
130件

（14.9%)

区分2
219件

（25.1%)

区分4
122件

（14.0%)

区分5
138件

（15.8%)

区分6
225件

（25.7%)

非該当
0件

（0.0%)

平成28年度
審査件数
計874件

区分1
40件

（4.5%)

●介護認定審査●

審査会開催回数　480回

要介護1
2,979件
（14.3%)

要介護3
2,754件
（13.2%)

要介護4
2,424件
（11.6%)

要介護5
2,208件
（10.6%)

非該当
46件

（0.2%)

要介護2
3,460件
（16.6%)

要支援2
4,315件
（20.7%)

要支援1
2,675件
（12.8%)

平成28年度
審査件数
計20,861件

平
成
２9
年
松
本
広
域
連
合
議
会
　
臨
時
会

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
前

年
度
に
比
べ
１
９
６
件
減
の
２
万
８
百
６
１

件
、生
活
保
護
法
に
基
づ
く
介
護
扶
助
実

施
に
係
る
委
託
審
査
60
件
で
し
た
。

　

介
護
認
定
審
査
件
数
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
す
が
、
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
申
請
者
数
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
の
推
移
に
つ
い

て
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
支
援
区
分
の
認
定
審
査
判
定
件
数

は
、
前
年
度
に
比
べ
１
件
減
の
８
７
４

件
、
訓
練
等
給
付
個
別
審
査
は
９
件
で
し

た
。

　

障
害
支
援
区
分
の
認
定
審
査
件
数
は
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
で
し
た
。

　

松
本
広
域
連
合
で
は
、介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
を
設
置
し
、

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
審
査
判
定
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会

�

判
定
状
況

　

要
介
護
認
定
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定

の
審
査
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、
認
定
調
査

基
準
に
よ
り
適
正
な
調
査
が
行
わ
れ
、
公

平
・
公
正
な
審
査
判
定
基
準
に
よ
り
円
滑

な
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
研

修
等
を
通
じ
て
資
質
の
向
上
を
図
り
、
運

営
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

適
正
で
迅
速
な
審
査
判
定
事
務
に

�

努
め
て
い
ま
す
。

第１回臨時会の様子

　

５
月
８
日
に
平
成
29
年
松
本
広
域
連
合

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、
７
月
18
日
に
第

２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
常
任
委

員
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

  

◆
議　

長　
　
　

上
條　

俊
道

  

◆
副
議
長　
　
　

金
田　

興
一

  

◆
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
構
成

（
◎
印
は
委
員
長　

○
印
は
副
委
員
長
）

�

〈
議
席
順
〉

　

総
務
民
生
委
員
会　

12
人

◎
横
沢　

英
一　

○
尾
岸　

健
史

　

宮
澤　

豊
次　
　

丸
山　

寿
子

　

大
久
保
真
一　
　

小
林　

あ
や

　

松
澤　

好
哲　
　

上
條　
　

温

　

中
島　

昌
子　
　

濵　
　

昭
次

　

前
山　

健
治　
　

近
藤　

晴
彦

　

消
防
委
員
会　

12
人

◎
芝
山　
　

稔　

○
荻
原　

勝
昭

　

小
林　

弘
明　
　

忠
地　

義
光

　

西
條　

富
雄　
　

坂
内
不
二
男

　

上
條　

俊
道　
　

平
沢　

恒
雄

　

金
田　

興
一　
　

池
田　

国
昭

　

清
沢　

正
毅　
　

平
田　

勝
章

　

議
会
運
営
委
員
会　

５
人

◎
忠
地　

義
光　

○
丸
山　

寿
子

　

松
澤　

好
哲　
　

上
條　
　

温

　

尾
岸　

健
史

　

平
成
29
年
松
本
広

域
連
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
に
は
議
案
１

件
、
第
２
回
臨
時
会

に
は
議
案
５
件
が
上

程
さ
れ
、慎
重
審
議

の
結
果
、い
ず
れ
も

可
決
又
は
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
濵　

昭
次
議
員

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

  

◆
第
１
回
臨
時
会　

提
出
議
案

・
議
案
第
１
号

　

平
成
29
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

  

◆
第
２
回
臨
時
会　

提
出
議
案

・
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
議
案
第
２
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

・
議
案
第
３
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

・
議
案
第
４
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
高
規
格
救
急
自
動
車
）

・
議
案
第
５
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て



●3

人事行政の運営等の状況の公表
　人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数

○等級及び職制上の段階ごとの職員数（平成29年4月1日現在）

○採用及び退職の状況
1　職員数及び任免の状況

部門

部門

職員数

合　計 内　訳 職制上の段階

平成28年

（人） 職　名 （人） （％） 段階

平成29年

（％） （人）

一般行政
消　　防
合　　計

11人
390人
401人

60
8
3

71
3
5

10
34

1
53

1
12
61
74

2
60

1
44

107
4

68
4

76
2
1
9

12

1
2
1
2
6
1
1
2

0人
△3人
△3人

対前年
増減数

平成29年度採用者数
平成28年度退職者数

増　　　減

6人
9人

△3人

※職員数は非常勤職員を除きます。

11人
393人
404人

１　定型的な業務を行う職務
２　主事又は技師の職務

１級 17.7％71

事務員
主事
消防士
消防副士長
消防士長

計

比較的高度の知識又は経験を
必要とする業務を行う
主事又は技師の職務

２級 13.2％53

主事
消防士
消防副士長
消防士長
消防司令補

計

係長、主査又は主査補の職務４級
係
長
級

26.7％ 26.7％107 107

主査補
主査補（消防司令補）
主査
主査（消防司令補）
係長
係長（消防司令補）

計

主任の職務３級 18.4％74

主任
主任（消防士長）
主任（消防司令補）

計

課長補佐の職務５級

課
長
補
佐
級

19.0％ 19.0％76 76

課長補佐
課長補佐（消防司令）
出張所長（消防司令）

計

課長の職務６級
課
長
級

3.0％ 3.0％12 12

課長
課長（消防司令長）
消防署長（消防司令長）

計

１　本部長又は次長の職務
２　困難な業務を行う課長の
　　職務

７級
次
長
級

1.5％ 1.5％6 6

課長（参事）
消防署長（消防司令長・参事）
課長（消防司令長・参事）
消防署長（消防監・参事）
消防局次長（消防監）

計

部長の職務８級
部
長
級

0.5％ 0.5％2 2
部長
消防局長（消防正監）

計

合　　　計 100.0％401

198
係
員
級

49.3％

等級別基準職務表に規定する
基準となる職務
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○その他の手当の状況（平成29年4月1日 現在）
区　分

※この他、管理職手当、寒冷地手当等の手当が支給されます。

内　　容　　等
他に生計の手段がなく、主に職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
地域の民間賃金水準を給与に適切に反映するよう、民間賃金水準との調整を図るため支給されます。
借家等に居住し、一定額を超える家賃などを支払っている職員に支給されます。
公共交通機関等を利用、又は交通用具を使用して通勤する職員に支給されます。

扶養手当
地域手当
住居手当
通勤手当

○職員の初任給の状況（平成29年4月1日 現在）
区　分

178,200円
146,100円

188,200円
153,300円

178,200円
146,100円

上　級
初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

○職員手当の状況
　期末手当・勤勉手当（平成28年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

0.800月分
0.900月分
1.700月分

6月期
12月期

計
※職務の級による加算措置があります。

　退職手当の支給割合（平成29年4月1日 現在）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
20.445月分
29.145月分
36.105月分
49.59  月分

25.55625月分
34.5825  月分
42.4125  月分
49.59      月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

　特殊勤務手当の状況（平成28年度）
区　分 内　容　等

95.8%（387人）
175,078円
３種類
出動手当・夜間消防手当・特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類
特殊勤務手当の名称

　時間外勤務手当（平成28年度）
区　分 支　給　額

9,300万1千円
230,202円

支給総額
支給職員1人当たり平均支給年額

○人件費の状況（一般会計決算）
2　職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
41億9,767万円平成28年度

人 件 費 （Ｂ）
34億718万円 81.2%

人件費率（Ｂ/Ａ）

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分 職員数

（Ａ）
14億5,365万円

25億6,883万円
平成28年度

給与費 計（Ｂ）
404人

給　　与　　費
（内 期末・勤勉手当）

11億1,518万円 （5億9,368万円）
636万円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成29年4月1日 現在）
区　分

303,400円
337,966円

388,721円
394,804円

39.3歳
45.3歳

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。
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○職員共済会の設置及び活動状況
　地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復
その他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連
合職員共済会を設置し、保健保養、教養、体育振興な
どの事業を行っています。
　職員共済会は、職員からの月会費（給料月額の
3.0/1,000）と広域連合補助金（給料の2.2/1,000）によ
り運営されています。

※共同研修の延べ受講者数には、関係市村からの受講者は
含まれません。

○職員の勤務評定の状況　　年１回

○勤務時間
3　職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで

○分限処分　 ３件
○懲戒処分　 ０件

4　職員の分限処分及び懲戒処分の状況（平成28年度）

区　　分 延べ受講者数研修内容
チーム力アップコミュニケーション研修
教養実務研修
消防実務研修

特別救助隊の山間地救助訓練の様子

122人
495人
 32人

共同研修

一般研修

○職員の研修の状況
5　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成28年度）

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
229人 19人379人

6　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成28年度）

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
　深夜業などの特定業務に従事する職員が対象となります。
○公務災害の認定　４件
○勤務条件に関する措置の要求の状況　０件
○不利益処分に関する不服申し立ての状況　０件

平成28年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
　松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況� （件）

実施機関
不服
申立非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

9
0
0
0
0
9

0
0
0
0
0
0

9
0
0
0
0
9

広域連合長
議会
選挙管理委員会
監査委員
公平委員会

合　　計

不服
申立非開示 取下げ 不存在部分公開開示

処理内訳
請求

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

6
0
0
0
0
6

18
  0
  0
  0
  0
18

24
  0
  0
  0
  0
24

問い合わせ　松本広域連合事務局総務課　TEL 0263-87-5460

○年次休暇の取得状況
　平成28年中  平均9.64日

○健康診断などの実施状況

2　個人情報保護の実施状況� （件）

市
村
情
報

市
村
情
報

分
譲
地
の
購
入
者
を
募
集
し
ま
す

�

（
松
本
市
）

　

Ｊ
Ｋ
タ
ウ
ン

和
田
西
原
「
彩

の
街
」
分
譲
地

の
購
入
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に

分
譲
価
格
を
大

幅
に
値
下
げ
し
、

残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。

　

雄
大
な
北
ア

ル
プ
ス
を
望
む

田
園
地
帯
に
面

し
、
四
季
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ
る
閑
静
な
住

宅
地
で
す
。
家
庭
菜
園
も
利
用
で
き
、
住
民

の
方
々
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
線
「
三
溝
駅
」
か
ら
徒
歩
10
分
。

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
近
く
、
通

勤
・
通
学
に
も
大
変
便
利
で
す
。
き
っ
と
、

あ
な
た
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。

　

な
お
、
松
本
市
で
は
、
購
入
者
を
紹
介
し

て
頂
い
た
方
に
報
奨
金
（
約
60
万
円
）
を
お

支
払
い
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

松
本
市　

耕
地
林
務
課

　
　

☎
０
２
６
３
―34
―３
２
２
３

　

長
野
県　

住
宅
供
給
公
社

　
　

☎
０
２
６
―２
２
７
―４
３
２
２
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松
本
市
は
、
平
成

25
年
４
月
に
長
野
県

内
で
初
め
て
「
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に

や
さ
し
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
条

例
で
は
、
11
月
20
日

を
「
松
本
子
ど
も
の

権
利
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

４
時
20
分
ま
で
（
予
定
）

●
場　

所　

波
田
ア
ク
ト
ホ
ー
ル

�

（
松
本
市
波
田
１
０
１
０
６
番
地
１
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ

　

松
本
市　

こ
ど
も
育
成
課

　

☎
０
２
６
３
―34
―３
２
９
１

　

松
本
市
生
ま
れ
の
彫
刻
家
・
細
川
宗む

ね

英ひ
で

（
１
９
３
０
―９
４
）
は
、
日
本
文
化
に
自

己
の
原
点
を
見
出
し
、
風
化
し
ゆ
く
人
や
モ

ノ
の
姿
を
と
お
し
、
時
を
超
え
て
存
在
す
る

形
を
追
い
求
め
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
細
川

の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
約
90
点
を
展

示
し
、
創
作
の
変
遷
を
辿
り
ま
す
。

　

「
彫
刻
と
は
何
か
」
を
己
に
問
い
続
け
、

人
間
の
存
在
を
追
求
し
た
細
川
宗
英
の
全
貌

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会　

期　

開
催
中
～
11
月
26
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ

　

松
本
市
美
術
館

　

☎
０
２
６
３
―39
―７
４
０
０

●
日　

時　

11
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～

　
　
　
　
　

11
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
～

●
会　

場　

松
本
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）

●
基
調
講
演　

「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
パ
ー

ソ
ナ
ル 

ヘ
ル
ス 

レ
コ
ー
ド
に
よ
る
健
康

維
持
の
取
組
み
と
健
康
増
進
」

　

①
オ
ラ
ン
ダ
王
国
保
健
・
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
省　

エ
ル

ウ
ィ
ン
・
エ
イ
シ
ン
ガ
ー
氏

　

②
オ
ラ
ン
ダ
患
者
連
盟

　
　

マ
ル
ゴ・
ブ
ラ
ン
ツ
氏

●
そ
の
他　

事
例
発
表
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
セ
ミ
ナ
ー
、
ブ
ー
ス
出
展
あ
り

●
問
い
合
わ
せ

　

松
本
市　

健
康
産
業
・
企
業
立
地
課
、

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
０
２
６
３
―34
―３
２
９
６

　

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

　

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ

ト
の
ガ
ン
ズ
く
ん
も
来
場
し
ま
す
！

●
日　

時　

12
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時

●
会　

場　

Ｍ
ウ
イ
ン
グ　

６
Ｆ
ホ
ー
ル

●
内　

容

　

■
第
１
部　

午
後
１
時
15
分
～

松
本
市
小
・
中
学
生
人
権
啓
発
ポ
ス

タ
ー
展
表
彰
式
、
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
松
本
市
表
彰
式
、
入
選
作
文

朗
読
、
松
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
松

本
部
会
活
動
発
表

　

■
第
２
部　

午
後
２
時
30
分
～

　

講
演
「
心
の
バ
リ
ア
を
は
ず
し
て
」

　

あ
な
た
は
電
車
で
席
を
譲
っ
て
断
ら

れ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
な
ぜ
断
っ
た

の
か
、
そ
の
理
由
を
聞
い
た
こ
と
あ
り

ま
す
か
。

講
師　

中
野　

佐
世
子 

さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
／

　

手
話
通
訳
士
）

※
参
加
料　

無
料

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
で
き
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り　

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

※
来
場
の
際
は
、な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。臨
時
駐
車
場（
無

料
）の
利
用
は
、事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

松
本
市　

人
権
・
男
女
共
生
課

　

☎
０
２
６
３ 

︲ 

39 

︲ 

１
１
０
５

　

�
０
２
６
３ 

︲ 

37 

︲ 

１
１
５
３

《王妃像No.1》
（部分）1984年
松本市美術館蔵

昨年のフォーラムの様子

松
本
エ
リ
ア
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ

「2
0

1
8

 S
pring S

tage

上
高
地
線
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

渡
さ
れ
た
地
図
を
手
に
、名
所
な
ど
の
指

定
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
写
真
を
撮
っ

て
帰
り
、得
点
を
競
う
「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
。 

家
族
連
れ
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト
ま
で
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
松
本
市
波
田
地
区
を
主

会
場
に
、ア
ル
ピ
コ
交
通
㈱
上
高
地
線
・
Ｊ
Ｒ

大
糸
線
沿
線
に

設
定
し
電
車
を

使
え
る
５
時
間

の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
で
す
。上
高

地
線
電
車
１
日

フ
リ
ー
乗
車
券

を
全
員
に
お
送

り
し
ま
す
の
で
、

会
場
へ
の
行
き

帰
り
も
競
技
中

も
ご
利
用
で
き

「
松
本
子
ど
も
の
権
利
の
日
」

　
　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を�

開
催
し
ま
す

�

（
松
本
市
）

第
７
回
世
界
健
康
首
都
会
議

�

（
松
本
市
）

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す�

（
松
本
市
）

松
本
市
市
制
施
行
１
１
０
周
年
記
念
・

　

松
本
市
美
術
館
開
館
15
周
年
記
念

�

彫
刻
家
・
細
川
宗
英
展 

人
間
存
在
の
美

�

（
松
本
市
）

中野　佐世子 さん
撮影：吉川 信之

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
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ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時
：
平
成
30
年
３
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
15
分

集　

合
：
松
本
市
波
田
公
民
館

　
　
　
　
（
受
付・開
閉
会
式
会
場
）

競
技
エ
リ
ア
：
松
本
市
、安
曇
野
市

内　

容
：
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

（
制
限
時
間
５
時
間
、デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
撮
影
に
よ
る
通
過
証
明
）

参
加
料
：
一
般
５
，０
０
０
円
、

　
　
　
　

大
学
生
以
下
２
，０
０
０
円

定　

員
：
２
０
０
名（
定
員
に
達
し
次
第
、申

し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。）

そ
の
他
：「
松
本
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」の
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
http://m

atsum
oto-rogaining.jp/

問
合
せ
：
大
会
事
務
局　

㈱
未
来
図

　
　
　
　

担
当
：
松
島

　

℡
０
８
０ 

︲ 

１
３
５
５ 

︲ 

０
３
７
５

　

E-m
ail:m

atsu@
m
iraiz-corp.jp

塩
尻
市

「
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち

�

日
本
一
を
目
指
し
て
」

　

塩
尻
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
し
、
本
市
の
魅

力
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
子
育
て
世
代
に
効

果
的
に
訴
求
す
る
こ
と
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
移
住
定
住
促
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
市
の
メ
イ

ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
子
育
て
世
代
へ
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
し
お
じ
り
子
育
て
支
援
施
設

�

ラ
ン
チ
付
き
見
学
ツ
ア
ー
の
実
施
」

　

本
市
の
子
育
て
施
設
や
保
育
園
、
小
学
校

の
見
学
、
給
食
ま
た
は
塩
尻
産
の
野
菜
を

使
っ
た
ラ
ン
チ
付
き
の
ツ
ア
ー
を
平
成
29
年

２
月
と
７
月
に
計
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
、
結
婚
を
機
に
市
内
に
移
住
し

子
育
て
を
し
て
い
る
３
人
の
マ
マ
が
立
ち
上

げ
た
「
し
お
じ
り
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
会
」
が

企
画
し
、
本
市
で
の
子
育
て
、
教
育
環
境

を
知
っ
て
い
た
だ
く
目
的
で
実
施
し
ま
し

た
。
（
写
真
「
塩
尻
耕
人
」
し
お
じ
り
子
育

て
ネ
ッ
ト
の
会
の
マ
マ
た
ち
）

　

子
育
て
マ
ガ
ジ
ン
「
イ
ク
ジ
ィ
」
と
の
連

携
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
検
討
し
て

い
る
妊
婦
や
、
結
婚
間
も
な
い
夫
婦
な
ど
子

育
て
世
代
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
本
市
で
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
写
真 

イ
ク
ジ
ィ
２
０
１
７
年
９
月
号
掲
載
）

　

参
加
者
か
ら
は
「
先
輩
マ
マ
と
お
話
が
で

き
て
、
子
ど
も
と
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

た
」
「
子
ど
も
が
通
う
小
学
校
や
保
育
園
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
本
市
の
強

み
で
あ
る
子
育
て
、
教
育
環
境
を
体
験
か
ら

実
感
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
移
住

定
住
の
取
り
組
み
は
「
塩
尻
耕
人
」
サ
イ
ト

で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
市
の

取
り
組
み
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

塩
尻
市 
企
画
政
策
部 

地
方
創
生
推
進
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

52

−

０
７
１
４

Vol.24

ふ
る
さ
と
の
魅
力  

再
発
見
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救急出動状況� 平成２9年８月末現在
松本広域消防局管内における、８月末現在の救急出動件数は、11,878件となっており、前年同期と比較して、

495件（4.3％）増加しています。

事故種別では、急病によるものが7,933件と最も多く、全体の

約67%を占めています。

また、６月から８月までの３か月で、熱中症（疑い含む）で搬

送された方は101人で、前年同期と比較して、4人減少していま

す。

　積極的に応急手当講習会を開催するなど、救命への取り組みが模範的な事業所や団体等に対し、表彰状を

贈呈しました。

　■ 塩尻市長畝区　　　　　　　　様

　■ 安曇野市穂高新屋区防災会　　様

　■ 一般社団法人

　　　 長野県警備業協会中信地区　様

　■ 株式会社

　　　 環境アセスメントセンター

　　　　　　　　　　 北信越支社　様

★応急手当普及啓発優良事業所等表彰★

◆市村別の救急出動状況◆

市村別
松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
高速道等
合　計

件数
6,870
1,689
2,671
134
49
179
80
157
49

11,878

◆事故種別の救急出動状況◆

事故種別
急 病
一般負傷
転院搬送
交通事故
自損行為
運動競技
労働災害
火 災
そ の 他
合　計

件数
7,933
1,582
1,054
972
94
55
54
52
82

11,878 参考【消防庁HP：生活密着情報：救急車利用リーフレット】
http://www.fdma.go.jp/html/new/kyuukyuusya_riyou_leaflet.pdf

松本市
57.8％

急病
66.8％

塩尻市
14.3％

一般負傷
13.3％

安曇野市
22.5％

麻績村
1.1％

生坂村
0.4％

転院搬送
8.9％

交通事故
8.1％

自損行為
0.8％

山形村
1.5％

朝日村
0.7％

運動競技
0.5％

労働災害
0.5％

その他
0.7％

火災
0.4％

筑北村
1.3％

高速道等
0.4％



●10

全国版救急受診アプリ「Ｑ助」をご存じですか？
全国版救急受診アプリ「Ｑ助」は総務省消防庁が作成したアプリで、急な病気やけがをした
ときに、該当する症状を選択していくと、緊急度に応じた必要な対応が表示されるものです。
松本広域消防局における平成28年中の救急出動件数は、過去最多の17,388件となってお
り、平成29年上半期では昨年をさらに上回る見込みとなっています。
増加を続ける救急出動件数の中には、タクシー代わりや緊急性が低いと思われる要請があ
る一方、我慢して症状が悪化してから要請されるケースも少なくありません。
救急車を呼ぶべきか迷ったとき、ぜひ全国版救急受診アプリ「Ｑ助」をご活用ください。

自家用給油取扱所の運用開始
松本広域消防局は、平成29年４月１日から
自家用給油取扱所の運用を開始しました。自
家用給油取扱所は、芳川消防署の敷地内に建
設し、ガソリン１万２千L、軽油８千Lの貯蔵が
可能で、当消防局が所有する消防車両全83台
の燃料１か月分を賄うことができます。通常時
は消防車や救急車の給油用として利用し、災
害発生時は消防関係車両や自家発電設備の
備蓄燃料としての活用も想定しています。

①緊急度の高い
　症状選択

「Ｑ助」のダウンロードは、
　　総務省消防庁ホームページ、救急救助、お役立ちポータルサイトから!!

②年代選択

③症状選択

④結果
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住民の皆さんが安心して建物を利用するために
　　　重大な消防法令違反のある建物に関する情報を
　　　　　　松本広域消防局のホームページで公表する制度

　設置義務化から10年を経過し、適切な設置・点検・交換の維持管理が重要と
なっています。また、平成29年６月１日現在、松本広域連合関係市村における
住宅用火災警報器の設置率は80％であり、まだ100％には至っていません。

あなたが所有又は管理する建物が次の事項に該当する場合には、事前に最寄りの消防署にご相談ください。
　○飲食店、物品販売店舗、福祉施設等が新たに入居する場合
　○増改築や用途変更を行う場合

建物関係者の方へ

違反対象物に係る公表制度

住宅用火災警報器は、10年を
目安に交換をおすすめします！

平成30年４月１日から始まります!

特定防火対象物
（不特定多数の者が出入する建物）
・飲食店
・物品販売店舗
・旅館、ホテル
・病院、社会福祉施設
・複合用途ビル など

● 公表の対象となる建物
消防法の規定に基づき必要とな
る次の設備が設置されていない
もの
・屋内消火栓設備
・スプリンクラー設備
・自動火災報知設備

● 公表の対象となる違反
公表の対象となる違反が是正さ
れるまで、違反対象物の名称、
所在地及び違反内容を松本広域
消防局のホームページに掲載

● 公表の内容・方法

●名称　　　○○ビル
●所在地　　○市○町○丁目○番○号
●違反内容　自動火災報知設備未設置

定期的に作動確認し、
音を聞きましょう！



平成29年秋の火災予防運動実施
火の用心　ことばを形に　習慣に

　11月９日から11月15日まで、全国一斉に秋の火災予防運動
が実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防
火意識の普及啓発により、火災の発生防止を目的に行われます。
　例年、暖房器具を使用し始める11月から12月にかけて火災発
生件数が増えています。「ストーブ等の暖房器具」を使用する
際は、点検を行い、火の取扱いに十分に注意しましょう。

　平成29年10月１日現在の松本広域連合関係市村の火災件数
は106件で、昨年の同時期と比べ、９件増加しています。
　内訳は、建物火災47件、車両火災11件、林野火災３件、そ
の他の火災45件です。
　引き続き、火災予防にご協力をお願いします。

【平成29年度防火ポスター最優秀賞】

現在の火災件数

「１１９番」通報時のお願い！１１９番

あわてて電話を切らないで！

落ち着いて、質問に答えてください。
通報中でも「救急車」や「消防車」は現場に出動しています。

○救急車・消防車が向かう場所を確認させてください！ 
※松本広域消防局では通報者の位置情報通知システムを導入しています。

○「何が燃えているのか？」、「ケガ人はいるのか？」
○「呼吸、意識はあるのか？」 状況を教えてください！

～位置情報通知システム～
　119番通報時に、通報者の位置を
地図上に表示するシステムです。通
報を受けた際、表示された位置に間
違いがないかを必ず確認します。

当番医・災害情報などのご案内

松本広域消防局 検索

●電話によるお問い合わせ先

●ホームページによる案内
☎0263-35-9111

（平成29年度全国統一防火標語）

●12

平
成
二
十
九
年
十
一
月
発
行  

第
三
十
八
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
　
住
所
／
松
本
市
波
田
四
四
一
七
番
地
一�

印
刷
／
株
式
会
社
綜
合
印
刷

この広報紙は再生紙を使用しています。


